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応についても検討を行なっている。また、ハロゲン化物と鉄カルボニル (F e 3 (CO)12 J との反
応系に電子吸引基を有するオレフィンを共存させるとオレフィンへのフェニル基またはベンジル基の
付加あるいは置換反応の生起することを見いだしている。さらに、塩化ベンゾイルと金属カルボニル
との反応についても検討し、特にジメチルホルムアミドを溶媒に用いての F e 3(CO)12 との反応か
らは構造化学的に興味ある新しい錯体、 HFe3 (CO) lo CN(CH 3)2、の生成することを明らかに
している。



















( 2 )ハロゲン化物と鉄カルボニル(Fe 3(C 0) 12) との反応系に電子吸引基を有するオレフィンを共
存させるとオレフィンへのフェニル基またはべンジル基の付加あるいは置換反応が生起する。
( 3) 塩化ベンゾイルとコバルトカルボニル Co lCO) 8 との反応からはベンゼニルトリコバルトノ
ナカルボニル P h CC 03(CO)9 が生成し、特にジメチルホルムアミドを溶媒に用いての鉄カル
ボニル F e 3( CO) 12 と塩化ベ、ンゾイルとの反応からは構造化学的に興味ある新しい錯体 H F e 3 




( 5 )芳香族リチウム化合物と鉄カルボニル Fe( CO) 5 との反応により芳香族アルデヒドが好収率で
合成される。
以上のように本論文において金属カルボニルあるいはその誘導体と有機ハロゲン化物、アルデヒド
あるいは有機リチウム化合物などとの反応からの不安定有機金属錯体の生成およびその分解反応を研
究し、重要ないくつかの結論を得るとともに、更に興味あるいくつかの有機合成反応を確立したこと
が述べられている。
以上の結果は金属カルボニルを用いる有機合成に関して多くの重要な知見を与えており、学術的に
も工業面においても貢献するところ大であると考えられる。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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